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しらかば通信 

東京真田町の会 No.22 

 

 

真田傍陽線：公園下駅を過ぎ‥ ある雪の日：本原駅 

記 

期  日  平成 30年 5月 20日（日） 

会  場  アルカディア市ヶ谷（私学会館） 

      ５階 穂高の間 

千代田区九段北 4-2-25 

Tel 03-3261-9921（代） 

受  付  11時 30分より 

総  会  12時から 12時 40分 

懇親会（アトラクション含）13時から 15時 30分  

懇親会費  7, 000円 

年 会 費  1, 500円（平成 28年度より) 

出欠のご連絡：同封の返信葉書を 4月 23日まで

にお送り下さい。なお、締切り後に出席を希望さ

れる方は、返信葉書または電話でご連絡下さい。  

〇 懇親会のアトラクションでは、KAYAさんの大

道芸能“～あなたの「笑顔」約束します～”で雰

囲気を盛りあげましょう。出演歴は NAGARA グ

ランプリ決勝大会など多く、直近では 2017 上田

市あさつゆ周年祭や海野町フードサミット＆産

直まつりなど。超危のバランス芸でハラハラ ド

キドキを皆様へ・・。 

演歌や民謡を演示したい方は 返信の葉書へ演

示題目や曲名などをご記入ください。 

 

東京真田町の会 第 31回総会と懇親会のご案内 

心地良い春風が吹き、さまざまな花が咲き誇る季節となりました。皆様にはお健やかにお

過ごしのことと存じます。東京真田町の会の運営につきましては、いつもご協力を賜わりま

して誠にありがとうございます。 

さて、恒例の集い「第３１回総会と懇親会」を下記により開催いたします。ふるさとから

も多数のご来賓をお迎えして郷里の発展状況をご紹介いただくとともに、懇親を深めたいと

思います。また、今年のアトラクションは趣向を変えて、「大道芸能」（カヤ）を招いて盛り

上げていただく予定です。 

会員の皆様におかれましては公私共にご多忙とは存じますが、万障お繰り合わせのうえご

出席くださいますようお願い申し上げます。 

               平成 30年 3月 31日   会 長 山 口 元 彦 

 

 [ そのほかのご案内 ] 

1) 返信葉書または会費の払込取扱票へ近況等を記入 

下されば日本ダボス no.31に掲載します。 

2) 参加申込のあと「欠席」に変更される方や、ほか 

のお問合せについても下記へご連絡下さい。 

会  長  山口元彦  Tel. 03-5215-1511 

事 務 局  神田幸雄  Tel. 042-721-9975 

総会担当  坂口典和  Tel. 047-357-3812 

3) 会場までの交通（次の各駅から徒歩約 2分です） 

a) 地下鉄有楽町線･南北線 市ヶ谷駅（出口は1またはA1） 

b) 地下鉄新宿線 市ヶ谷駅（出口はA1またはA4 ） 

c) JR中央総武線 市ヶ谷駅 
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⑴ 
親 
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昨
年
の
10
月
23
、
24
日
の
旅
行
会
は
台
風

襲
来
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。
待
ち
わ
び
て
い

た
皆
様
に
は
、
残
念
な
結
果
に
お
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
無
念
を
は
ら
す
べ
く
、
今
秋
も
一
泊
旅

行
の
計
画
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希

望
の
地
が
あ
る
方
は
事
務
局
ま
た
は
左
記
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。 

金
子
誠
副
会
長
☏
０
４
８-

５
９
１-

４
７
２
８ 

⑵ 

四
季
め
ぐ
り 

気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
訓
練

や
健
康
体
操
の
成
果
を
近
郊
へ
の
山
麓
巡
り

で
実
感
し
ま
し
ょ
う
。 

春
の
催
し
と
し
て
、
高
尾
山
行
き[

通
第
２

回]

を
２
月
６
日
の
理
事
会
へ
提
案
し
ま
し

た
。
皆
様
へ
は
同
月
24
日
に
こ
れ
を
連
絡
い

た
し
ま
し
た
。
と
き
は
３
月
10
日
（
土
）
の

9:

30
に
京
王
線
高
尾
山
口
駅
前
へ
集
合
、
と

し
ま
し
た
。
前
日
の
激
し
い
降
雨
は
未
明
に

終
息
し
た
も
の
の
、
曇
天
で
ひ
え
冷
え
の

14
℃
で
し
た
が
、
９
名
が
参
加
し
ま
し
た

（
会
員
７
名
、
友
人
１
名
、
お
孫
さ
ん
１
名
）。

①
お
孫
さ
ん
た
ち
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
高
尾

山
駅
へ
別
行
動
を
、
②
先
発
の
２
名
は
９
時

に
１
号
路
へ
、
③
後
発
の
４
名
は
9:

50
に
稲

荷
山
コ
ー
ス
へ
入
り
、
所
々
に
あ
る
泥
濘
を

ふ
み
、
頂
上
直
下
の
急
階
段
も
踏
破
し
ま
し

た
。
②
と
③
の
班
が
頂
で
落
ち
合
う
と
時
を

同
じ
く
し
て
、
先
に
頂
で
こ
の
集
団
を
探
し

て
い
た
１
名
に
遭
遇
、
７
名
は
こ
の
幸
に
歓

喜
し
ま
し
た
。
時
お
り
晴
れ
間
も
あ
り
、
早
め

の
昼
食
の
あ
と
下
山
し
ま
し
た
。
帰
路
は
４

号
、
２
号
路
、
さ
ら
に
蛇
滝
を
経
て
裏
高
尾
の

梅
祭
り
を
た
ず
ね
ま
し
た
。
径
す
が
ら
小
仏

川
の
清
流
や
３
分
咲
き
の
梅
花
を
眺
め
、
祭

り
場
の
お
囃
子
を
聞
き
な
が
ら
の
一
服
に
は
、

無
事
を
祝
し
て
霊
山
に
む
か
っ
て
乾
杯
！
。

こ
の
あ
と
JR
高
尾
駅
に
て
15:

40
に
解
散
し

ま
し
た
。 

 
 
 

こ
の
行
程
で
は
、
休
憩
を
除
い
た
徒
歩
の

時
間
は
登
り
100
分
、
下
り
90
分
ほ
ど
で
し
た
。  

今
後
、
夢
の
島
植
物
園
・
第
五
福
竜
丸
展
示

館
見
学
、
工
場
見
学
お
よ
び
豊
島
園
な
ど
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
行
事
の
案
内
は
Fax
送
や
電

話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お
こ
な
い
、
本
会
の

HP
へ
も
掲
示
し
ま
す
。
開
催
の
連
絡
を
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

一
之
瀬
和
夫
☏
０
４
２-

７
７
６-

１
７
３
３ 

⑶ 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

① 

春
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

こ
の
ご
案

内
は
３
月
上
旬
に
お
手
元
に
届
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
本
会
と
上
田
会
と
の
合
同
で
３
月

15
日(

木)

集
合
８:

30
、
例
年
の
よ
う
に
八
王

子
の
武
蔵
野
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ(

☏
042-

691-

2111)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
問
合
せ
な
ど
は

次
の
担
当
理
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

荻
原
啓
治 

☏
０
３-

３
３
１
５-

５
９
３
０ 

② 

秋
季
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

10
月
上

旬
頃
に
上
田
会
と
の
合
同
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
様
に
は
開
催
一

カ
月
前
頃
に
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
同
好

会
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
お
問

合
せ
は
次
の
担
当
理
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

荻
原
啓
治 

☏
０
３-

３
３
１
５-

５
９
３
０ 

二 

ふ
る
さ
と
便
り
か
ら 

⑴  

平
成
30
年
の
成
人
式
模
様 

１
月
７
（
日
）、
上
田
市
の
成
人
式
は
市
内
七

つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
田
中
央
公

民
館
で
の
式
典
は
14
名
の
新
成
人
実
行
委
員

の
手
で
企
画
し
運
営
さ
れ
、
該
当
者
125
名
の

う
ち
105
名
が
祝
賀
に
参
画
し
ま
し
た
。
p.3
の

上
段
に
は
慶
び
に
わ
く
会
場
の
様
子
を
示
し

ま
す
。
新
成
人
を
代
表
し
て
柳
澤
将
貴
さ
ん
が

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
華
や
か
な
振

袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、

家
族
、
恩
師
、
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
新
た

な
誓
い
を
胸
に
、
そ
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
ま

し
た
。
写
真
な
ど
は
真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

地
域
振
興
課
の
ご
提
供
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

⑵ 

ふ
る
さ
と
小
・
中
学
校
現
在 

 
 

の
新
入
生
数
（
平
成
29
年
度
） 

中
学
校
の
新
入
生
数
は
91
名
（
平
成
28
年

度
は
107
名
）、
小
学
校
の
そ
れ
は
77
名(

同
８７

名)

で
す
。 

⑶ 

自
分
史
や
仕
事
録
の 

寄
贈
を
受
付
て
い
ま
す 

① 

上
田
市
真
田
図
書
館
で
は
、
自
身
の
仕
事

や
研
究
を
ま
と
め
て
自
分
史
な
ど
と
し
て
製

本
・
出
版
さ
れ
た
書
籍
を
受
付
て
い
ま
す
。
受

入
れ
可
能
な
書
籍
の
体
裁
に
つ
い
て
は
事
前

に
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 
 

 

こ
の
ほ
か
、
真
田
地
域
の
資
料
や
出
版
物
の

閲
覧
も
可
能
で
、
複
写
や
接
写
な
ど
に
際
し
て

も
館
員
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

な
お
、
同
館
に
は
「
日
本
ダ
ボ
ス
」
の
創
刊

号
か
ら
no.

30
ま
で
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。 

受
付
☏
０
２
６
８-

７
２-

８
０
８
０ 

② 

上
田
駅
前
パ
レ
オ
に
あ
る
上
田
情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
郷
土
出
身
の
皆
様
の
手
に

な
る
出
版
書
籍
の
寄
贈
を
受
付
け
て
い
ま
す
。 

受
付
☏
０
２
６
８-

２
９-

０
２
１
０ 

表1 平成29年度真田地域小・中学校の新入生数 

 

 

　　学校名 男子/人 女子/人 計/人 昨年/人

菅平中学校 2 3 5 (12)

真田中学校 49 37 86 (95)

菅平小学校 7 8 15 (7)

長 小 学 校 12 6 18 (25)

傍陽小学校 4 6 10 (13)

本原小学校 10 24 34 (42)

      地域自治センターだより [さなだ 5.16 No.56]．
      平成29年4月6日 入学式
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上田市成人式の晴姿:2018年 1月 7日(日)真田中央公民館、新成人出席者 105名(該当者 125名)、成人代表誓

いのことば：柳澤将貴さん、祝辞:教育委員会教育長職務代理坂下敦子様(真田地域自治センター地域振興課提供) 

上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中央公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様上田市成人式：2016年 1月 10日（日）11時から，真田中

央公民館，新成人出席者 112名 

(男性 65名，女性 47名)，祝辞上田市教育長小林和夫様 

 

平成 30年ふるさとの行事（夏～春） 

1) 第 15回上田城千本桜まつり 

4月 7日（土)～22日(日)(注１) 

2) 第 36回上田真田まつり 

  4月 29日(日) (注１) 

3) 真田氏歴史館特別企画展 

7月 14(土)～10月 1日(月)予定 

4) お屋敷つつじ祭り 5月 20日(日) 

5) 第 32回菅平高原カントリーフェ 

スティバル 6月 3日(日)(注２) 

6) 第 34回真田まつり(含花火大会) 

8月 4日（土）予定 

7) 桜ウｵーキング 4月 22日(日)  

問合せ先 

(注１)上田市観光課 Tel 0268-23-5408 

 

 

 

 

「誓いのことば」 
柳澤将貴さん 

  

実行委員会の新成人 

  

① 4月本原赤井の桜           ② 8月標高 800mの桝形城跡より 

横尾及び真田中学校を望む    

  

③ 10月長小学校学校田稲刈り ④ 2月傍陽中村橋より天狗岩を望む 

ふるさとの四季 

(提供：①、④深町共榮理事、②編集子、 ③宮下俊哉氏[長谷寺住職]) 

 

(注２)菅平高原観光協会 Tel 0268-74-2003、ほかについては真田地域自治センター産業観光課 Tel 0268-72-4330 
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1. 新会員ご紹介のお願い 

 東京真田町の会の皆様には常日ごろ本会の運営にご協力をいただき誠にありがとうございます。 

本会は設立からこれまで 30年の歳月にわたり、会員相互の親睦を図るとともに、ふるさとの皆さまと

の交流を深め、会員の活躍やとふるさと真田町の発展に寄与することを念頭において、ともに歩んでま

いりました。これらの活動を継続してこられたのも、上田市および真田町のご支援と会員諸先輩のご努

力の賜ものであります。これからも本会が持続するためには、社会情勢に応じて会の存在意義をもとめ

て、新しい会員を迎えること、そして本会の存在が広く知られること、が重要であると思われます。 

皆様のおつきあいの範囲で会員に推薦したい方がおいででしたら、会長または役員までご連絡下さい

ますよう、よろしくお願いします。 

2. 年会費納入のお願い 

平成 28 年度から年会費は 1,500 円となっております。つきましては、平成 30 年度の年会費 1,500 円を

同封の郵便為替用紙（口座番号：00110-1-255577、加入者名：東京真田町の会）によりお払込みください。 

遡って、平成 27 年度(1000 円)、および 28 年度 29 年度(ともに 1500 円)の年会費未納の方は、上記の

口座番号へ合わせてお払込みくださるようお願いします。 

 3. 会報「日本ダボス」第 31号発行にあたってのお願い  

今年も日本ダボス第 31 号を 12 月末に発行する準備を進めております。本誌は会員の皆様とふるさと

真田町の約 3,500 戸に送られております。したがって、掲載の記事により、会員のご活躍ぶりを故郷の

みなさんへ、また故郷の動きなどを会員にお知らせしています。毎年のことで恐縮でございますが、発

行にあたって、つぎのように皆様へ御協力を仰いでおりますので、よろしくお願いいたします。 

3.1 皆様からの「ご寄稿や投稿、同級会情報、ご要望、ご意見など」を待っております：掲載料はいただ

きません。故郷や地域の歴史、想い出のスポット写真など、懐かしの電車や駅舎、当時の沿線風景、

信越線沿線の蒸気機関車の雄姿など、複写したものをご提供下さい。担当一之瀬和夫理事。 

3.2「広告掲載」へのご協力とお申込み：担当は柴田小夜子副会長、深町共榮監事。 

3.3 下記の 1)から 4)に、原稿や広告の締切日、文字数、および送付先などをご案内します。 

1) 日本ダボス第 31 号に掲載する原稿と広告の締め切りは平成 30 年 10 月 10 日です。 

2) ご寄稿あるいは投稿での文字数は 1,000～1,400 字程度（顔写真など含めず）としています。大きな 

集合写真から切り抜いた像は不鮮明になりますので、近接で撮影したものをお送りください。 

3) 送り方法：原稿と顔写真、及び広告原稿は電子メールに添付するか、下記一之瀬あてに郵送して下 

さい。なお、総会案内に同封した返信はがきの「近況欄」記事も日本ダボスへ掲載します。 

a) 一之瀬和夫 〒252-0215 神奈川県相模原市中央区氷川町 4-10 ☏042-776-1733（Fax はありません） 

  b) メールアドレスは iax-0198＠jcom.home.ne.jp [読み：アイエイエックス 中ハイフン 4 桁数字] 

4) 広告掲載料金のご案内：右表にモノクローム（白黒）印刷の広告掲載料金を示します。カラー印刷

の場合は本表の 2 倍の値となります。掲載料のお支払 

いでは、会報のお届け封筒に請求書と振込用紙を同封 

しますのでご利用ください。     

 

広告の大きさ(縦×横寸法) 掲載料金 

名刺サイズ 50× 90mm 5,000 円 

1/4 頁 50×180mm 10,000 円 

1/3 頁 80×180mm 20,000 円 

1/2 頁 120×180mm 30,000 円 

1 頁 240×180mm 50,000 円 

 

4. 編 集 後 記  

昨年、本会は歳でいうところの節目「而立」でした。それ 

はともかく、10 年ほど前の日本ダボスでは、皆さまから 17 

編ほどの投稿がありました。これが、徐々に減少しています 

ので、先号ではふるさとの方にご寄稿をお願いしました。活性化では、別の観点から提案があります。

たとえば、真田に関心がある首都圏の人達に「さなだじんよ集まれ」と呼びかけ、その方たちと真田町

のみなさんとが交流する雰囲気を本会が創っていくことなどがあってもよいと考えております。 

会員皆様からのご提案をお待ちしております。               編集部 一之瀬和夫 
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